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第４９回中央社保学校実施要綱(第 1 次案) 

 
2022 年 2 月 2 日 

中央社保協運営委員会 
現地実行委員会、同・事務局 

■中央社保学校開催目的 

 ①社会保障運動の歴史とたたかいについて学ぶ。 
 ②現在の社会保障をめぐる情勢の最新の状況とたたかい方について学ぶ。 
 ③情勢を学びつつ、社会保障入門講座を設置し、新入職員・同組合員の学習と活動家の実践・経験を

深める場とする。 
④開催地県の運動実践に学ぶ 

 ⑤社会保障運動にかかわる人の交流と学びの場とする。 
 
■第４９回中央社保学校開催にあたって 

コロナ禍で日本の社会保障とともに政治や社会の脆弱性が明確になりました。安倍・菅政治直結の岸
田内閣の下で、「新しい資本主義」なるまやかしのスローガンの下、自助を基本とする政治、社会保障
政策を引き続き加速させる政治が強く打ち出されています。コロナ禍において、「自助」「自衛」が国
⺠に求められ、政府の対策は、医療機関や介護施設、そして営業を守るための施策も不⼗分な中、国
⺠の命と暮らしを守る政治とはなっていません。中央社保学校の開催は、現在の日本の政治や社会の
現状を広く深く分析し今後のあり方を考え、そのもとで社会保障の現状と改革の方向性を探っていく
ために、重要な意義があるものです。また、地域社保協つくりを推進し、今後の社会保障運動を担う
人たちの養成を行っていくための社会保障入門テキストが発行、活用されるのを受けて、学習運動を
各地で推進させていくための決起の場としても位置付けられます。 

 
■第４９回中央社保学校実施要綱(第 1 次案) 

 
●日時：２０２２年９月１７日(⼟)13 時〜16 時 30 分  １８日(日)10 時〜15 時 30 分 
●会場：千葉市内会場＋オンライン併用 

＜メイン会場＞ 千葉市文化センター セミナー室（JR 千葉駅東口より徒歩 5 分） 
    ※全国からの参加はオンラインを原則とする 
●主催：中央社保協、第 49 回中央社保学校実行委員会 
     実行委員会：中央社保協、千葉県社保協、東京社保協、神奈川県社保協、埼玉県社保協 
     同・事務局：千葉県社保協、中央社保協 
     第 49 回中央社保学校⻑は、中央社保協代表委員より選任 
●参加申し込み方法や参加費など詳細は今後検討。 
 
【概要スケジュール(第 1 次案)】 
１日目／９月１７日(⼟)                      
 １３時００分  中央社保学校⻑、現地実行委員⻑ 開会挨拶   
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 １３時１５分  講演:  
ポストコロナ社会「脱新自由主義」めざして〜経済の潮流と国⺠のくらし〜(仮) 
講師: 宮崎礼二氏(明海大学経済学部准教授) 

         質疑応答 
                    ―休憩― 
 １５時３０分    コロナ禍で浮き彫りとなった⽭盾 〜医療・介護現場からの告発〜 
 １６時３０分    〜事務連絡・終了〜  
 
２日目／９月１８日(日) 
 １０時００分    社会保障運動 入門講座  講師：調整中 

〜社会保障はだれもが人間らしく⽣きるための共同の営みであり、憲法が保障
する権利です。ところがいま、「自助・互助・共助」が強調され、制度改悪が
続いています。戦後の日本の社会保障「改革」の経緯にふれつつ、「憲法をい
かす運動とは？」あらためて学び、考えます。若い世代もベテランも共に・・・ 

           〜質疑応答〜 
 

１２時００分    〜昼休み休憩〜 
※憲法 9 条と 25 条は⼀体です。千葉からの発信〜安房文化遺産フォーラム

の取組みを紹介。 
ＤＶＤ(20 分程度)にまとめ昼休みに 2 回放映できるよう調整中。 

―千葉県社保協が安房文化遺産フォーラムに依頼― 
 

１２時４５分    シンポジウム〜     
〜⼦ども、若者、⼥性、⾼齢者・・・あらゆる世代の貧困、自治体の現場の実

態と問題点、⽭盾を明らかにし、国と自治体へ いのちとくらし守る政策へ
の転換を求めるこれからの社保協運動、地域社保協づくりを展望して〜 

           コーディネーター 調整中 
パネラー 調整中 

・公衆衛⽣・保健所 
・国保や⽣活保護行政の改善 
・６５歳の壁〜障害者を年齢で差別するな 
・地域での相談活動〜⾷糧⽀援・無料塾等の取組みから 
・自治体要請キャラバンや地域社保協の取組みから 

           参加者からの質問と発⾔〜  
※途中で休憩時間とる 

１５時１５分     まとめ   〜・感想文記入・事務連絡〜  
           閉会あいさつ等 
１５時３０分     閉会 

以上 
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